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Brain-machine interface (BMI)とは「脳と機械の間で信号をやり取りする」
技術であり、失われた神経機能の代行や補完を目的としている。BMI技術は脳
科学のほか情報科学や多方面の工学領域と有機的に統合されて実用化される学
際的融合技術であり、この10年あまりの間に急速に進歩している。大阪大学で
は「ヒトが考えただけでコンピュータやロボットを操作できる」技術を開発中
であり、頭蓋内電極を用いて精度の高い脳波を計測し、人工知能（AI）技術の
ひとつである機械学習の手法を用いて脳信号を解読して、ロボットアームや意
思伝達装置の制御に成功している。現在、ワイヤレス体内埋込装置を開発し、
動物実験を行っており、本年度中にはワイヤレス体内埋込装置の長期埋込によ
るBMIの臨床研究を開始し、今後5−7年を目標に臨床応用を目指している。埋込
装置から長期間に渡って大量の脳信号を取得し、最新のAI技術を用いれば、解
読制御性能を飛躍的に向上できる可能性があり、革新的な展開が期待される。 

 

多数の皆様の御来聴をお願い申し上げます。 

 

 

 

連絡先：脳神経機能外科学分野 前原健寿 Tel: 5803-5266 
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